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理事会報告（10月・12月・1月）
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Introduction
KENYA  TAKEBE

年 頭 所 感

新年あけましておめでとうございます。

令和8年、新しい年が始まりました。皆様方には、健やかな新年を迎え

られたこととお喜び申し上げます。

また、日頃より兵庫県印刷工業組合の運営並びに事業活動に多大なる

ご理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、昨年を振り返りますと、トランプ大統領との関税見直し交渉から始まって、日本では憲政史上初の女性

内閣総理大臣である高市首相の就任など、政治や経済が大きく動きました。

このような中で、我々印刷業界は原材料価格や諸経費の高騰、人材確保難といった課題が依然として重く

のしかかった1年でした。これに対し、当組合は需要構造の多様化やデジタル化の進展に対応した研修会

開催や情報提供、若手人材の育成、関係機関との連携強化など様 な々事業を実施し、変革に向けて組合

員に交流と学びの場を提供いたしました。

私は、理事長に就任して今年で6年目となります。この間、一貫して、「同質化」からの脱却、「価格競争」から

の転換、互いを伸ばしあう「価値協創」作りを目指した印刷業界の変革を唱えてまいりました。

今年の組合活動は、その成果と躍動が感じられる午年になるのではと期待しております。

具体的には、理事長就任以来その活動に強い支援をしてきた「兵庫青年印刷人―青楠会」のメンバーが、

組合活動の主要な人材に育ってきたことです。

また、制作者が工夫を凝らした財産である著作権が凝縮されている印刷物に関し、多くの官公庁では、

著作権は官庁に帰属するとしてこれまで実質的に無償で譲渡されていましたが、組合の強い要望の結果、

神戸市においては著作権を尊重する方向で見直しが検討されています。これにより、「価格競争」から

「価値提供の印刷企業」に変革し、「地域社会に貢献できる産業」につながる契機になればと考えています。

本年は、若い人たちの発想で昨年以上に組合員の皆様の発展に貢献する様 な々事業に取り組むとともに、

それを支える組合組織の強化に努める所存です。

結びに、本年も兵庫県印刷工業組合へのご支援をお願い申し上げますとともに、皆様方のご健勝とご発展

を心よりお祈り申し上げ、年頭のご挨拶とさせていただきます。

巻頭言 兵庫県印刷工業組合

理事長  武部 健也
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新しい年を迎えるにあたり謹んでご挨拶を申し上げます。

兵庫県印刷工業組合のみなさまには、日ごろから市政に対し格別のご理解とご協力を賜り、心より感謝申し

上げます。

昨年秋の市長選挙におきまして、市民のみなさんからご信任を賜り、引き続き4期目の市政を担わせていただく

こととなりました。私は市長就任以来、常に「公正で折り目正しい行政」を貫き、あるべき自治体の姿を追い求めて

きました。これからも初心を忘れることなく、市民のみなさんからの期待にお応えできるよう、全力を尽くしていく所存

です。スピード感をもって先駆的な施策を展開し、次の時代に誇ることができる神戸を築いていきます。

今、神戸のまちは、大きく変わりつつあります。都心三宮、ウォーターフロントでは新たな賑わいと美しい風景が

生まれ、郊外では拠点駅を核に、まちが新たな表情を見せ始めています。神戸空港の国際化を契機に、神戸は新

たな国際都市としての可能性を手にすることができました。神戸空港島の将来構想の策定や空港ターミナル機能

の強化に取り組むなど確かな成長へと歩みを進めていきます。こうしたまちの成長を市民一人ひとりの暮らしの豊

かさへと着実につなげていくことが必要です。目先の人口増を追い求めるのではなく、将来の世代に対して、責任

を持って引き継ぐことができる持続可能なまちづくりを進めます。

都市の繁栄は災害に強い、強靭な基盤があって初めて成り立ちます。災害や感染症などあらゆる危機から市民

を守る安全・安心なまちづくりに引き続き取り組むとともに、子育て支援のさらなる充実、教育環境の整備、地域

医療や福祉の強化など、すべての世代がいきいきと暮らせる「人間らしいあたたかいまちづくり」に注力します。

神戸は自然と暮らしが調和するまちです。森林や里山の再生やまちの緑化に向けた「森の未来都市・神戸」の

取り組みや再生可能エネルギーの活用など、自然と共生するまちづくりを進めていきます。

これらを実現するためには、市民のみなさんの参画が不可欠です。対話を重ね、学生や企業・地域団体などの

多様な主体による地域協力を一層推進していきます。

末筆ではありますが、本年が兵庫県印刷工業組合並びに組合員のみなさまにとって、すばらしい一年となります

ことをお祈りいたします。

神戸市長／ 久元 喜造

新 年 に 寄 せ て

年 頭
所 感

新年あけましておめでとうございます。

昨年は、阪神・淡路大震災から30年、終戦から80年という大きな節目を迎え、過去を振り返り、未来への責任を

改めて心に刻む、意義深い一年となりました。

令和8年は午年。力強く駆け抜ける「行動力」と「挑戦」を象徴する年であり、未来に向けた兵庫づくりを力強く

進めてまいります。

第1は、若者・Ｚ世代へのさらなる支援です。県立大学授業料無償化等の教育費負担の軽減、県立学校の教育

環境の充実、海外留学支援、不登校やケアリーバー等の課題を抱える若者への支援など、一人一人が自らの

夢や目標に向かって、力を発揮できる環境を整えます。

第2は、活力あふれる兵庫の創出です。フィールドパビリオンなどの万博のレガシーを活かした交流人口の拡大や、

スポーツ・芸術文化の振興、農林水産業や地場産業への支援など、地域の魅力を高め、活力ある兵庫を築いて

いきます。

第3は、安全安心な暮らしを支える基盤の強化です。南海トラフ地震などの大規模災害に備え、防災力を高めると

ともに、上下水道の老朽化対策、特殊詐欺被害対策、ツキノワグマ対策などの日常の安全を守る取組を強化して

いきます。

未来を見据え、県民の皆様とともに新しい時代を切り拓いていく決意です。どうぞご理解とご協力をよろしくお願い

いたします。

兵庫県知事／ 齋藤 元彦

次代を拓く 兵庫の力

年 頭
所 感

うま
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新年あけましておめでとうございます。

旧年中は近畿地区印刷協議会の活動に格別のご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

近畿地区印刷協議会会長を拝命して6年目となる本年度は、6月に定時総会を福井県で開催、本年2月には兵庫

県で例会の開催を予定しており、会長就任6年目を迎えて、責任の重さを再認識しております。

現在、印刷産業は原材料費の高騰、エネルギー価格の高止まり、労務費の上昇等に対し、未だそれらをなかなか

対価に反映できず、さらに印刷市場の縮小と社会のデジタル化による潮流によって苦境が続いております。

このような状況下で全印工連（瀬田章弘会長）においては、「Ｈａｐｐｙ Ｉｎｄｕｓｔｒｙ～人々の暮らしを彩り幸せを創る

印刷産業～」を目指して、価格の適正化、人材育成と確保、紙の価値の啓発活動、持続的成長のためのローカル

ゼブラ企業の研究と発信、ＡＩの実装とＤＸの推進、組合強靭化に繋がる諸施策を展開しております。

近畿地区印刷協議会では、こうした全印工連の取り組みを各府県工組の組合員企業にきめ細かくお伝えする

ことにより、「Ｈａｐｐｙ Ｉｎｄｕｓｔｒｙ～人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業～」の実現に注力してまいります。

また、昨年10月には全印工連創立70周年記念行事が東京で開催され、印刷産業の発展・向上に対してたゆまぬ

努力を重ねてきた全印工連の歴史を振り返り、これからさらに進化を遂げていくために一致団結し、決意を新たに

する場が設けられ、全国の組合員との連携強化、協創の推進が図られました。連携強化のために近畿地区印刷

協議会体制の一層の充実を図り、地区協議会役員が一丸となり、情報共有とともに各地区の共助と課題解決に

取り組んで参る所存でございます。

結びにあたりまして、本年も近畿地区印刷協議会の活動への変わらぬご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し

上げますと共に、皆さまのご健勝とご多幸をお祈り申し上げまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。

近畿地区印刷協議会 会長／ 武部 健也

連携強化・協創の推進を図る
―近畿はひとつ―

年 頭
所 感

謹んで新春のお慶びを申し上げます。平素より全日本印刷工業組合連合会の各事業に対しご理解とご協力を

賜り心より感謝申し上げます。

2026年は地政学的な諸問題、貿易関税の問題やインフレ経済移行への諸問題などを昨年から引継ぎスタート

しました。歴史を振り返りますと激動期を生きた孟子は物事を成し遂げるには天の時、地の利、人の和が重要で、

特に人の和が最も大切と説いております。これは我々が掲げるCSR経営に通ずるものと思われます。一方、天地

人の言葉の中で本年のキーワードは「地」であると私は考えております。地とは、地理・地勢を意味し現場・地盤・

地域・地球といった意味をも内包するものです。我々印刷産業は「足もとを確かめ、産業を再構築する」ことを早急

に進めなくてはならないと感じています。AIなど技術革新が加速度的に進む一方、現場と地域に根差した新たな

価値創出こそが、印刷産業が未来へ歩みを進める上で不可欠であると思います。

ところで価値創出を実践するにはまず確かな地盤が必要です。本年、まず重視して取り組むのは「取引適正化」と

「知的資産の保全」です。これまで印刷業界では価格転嫁や権利処理が十分に行われず、企業の持続性を損

ねるケースも散見されました。取適法が施行される中、その根本的課題に向き合うため経済産業省の確認を得た

うえで、業界として初となる統一的な「基本取引契約書の雛型」を策定し、全国での普及を進めます。これは単な

る書面整備にとどまらず、印刷産業が社会から信頼される商慣行を確立し、次の世代に健全な産業基盤を引き

継ぐための重要な礎となるものです。

さらに地域社会との連携強化も本年の大きなテーマです。印刷会社は行政・教育機関・企業団体などあらゆる

産業と接しており、地域経済のハブとして独自の強みを持っています。こうした地域密着の特性を生かし、自治

体や地域の課題解決支援を行うローカルゼブラ企業を目指し多様な分野での協創の推進役になるべきと考えて

おります。

また、地球を考える環境対応はもはや避けて通れない課題です。環境配慮認証制度の普及、CO²排出量の算定、

印刷工程の省エネ化支援、企業の実務に直結する支援策をさらに拡充していく所存です。同時にデジタルメディア

には無い紙メディアの価値を広く社会に発信することも推進して参ります。

2026年は印刷産業が「新たな成長の地固め」を進める一年となることを目指し、変化の波にただ流されるのでは

なく、現場の知見を尊重し、地域に寄り添い、技術革新を柔軟に取り入れ、共に未来を切り開いて行く年としましょう。

本年が、印刷産業にとって新たな飛躍の年となるよう、引き続き皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げます

とともに、各組合員のますますのご発展と皆様のご健勝を心より祈念し、年頭のご挨拶といたします。

全日本印刷工業組合連合会 会長／ 瀬田 章弘

新年のご挨拶
「足元を固め、価値協創を」

年 頭
所 感

4 THAT'S HyoGO!!



新年あけましておめでとうございます。

旧年中は近畿地区印刷協議会の活動に格別のご支援、ご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

近畿地区印刷協議会会長を拝命して6年目となる本年度は、6月に定時総会を福井県で開催、本年2月には兵庫

県で例会の開催を予定しており、会長就任6年目を迎えて、責任の重さを再認識しております。

現在、印刷産業は原材料費の高騰、エネルギー価格の高止まり、労務費の上昇等に対し、未だそれらをなかなか

対価に反映できず、さらに印刷市場の縮小と社会のデジタル化による潮流によって苦境が続いております。

このような状況下で全印工連（瀬田章弘会長）においては、「Ｈａｐｐｙ Ｉｎｄｕｓｔｒｙ～人々の暮らしを彩り幸せを創る

印刷産業～」を目指して、価格の適正化、人材育成と確保、紙の価値の啓発活動、持続的成長のためのローカル

ゼブラ企業の研究と発信、ＡＩの実装とＤＸの推進、組合強靭化に繋がる諸施策を展開しております。

近畿地区印刷協議会では、こうした全印工連の取り組みを各府県工組の組合員企業にきめ細かくお伝えする

ことにより、「Ｈａｐｐｙ Ｉｎｄｕｓｔｒｙ～人々の暮らしを彩り幸せを創る印刷産業～」の実現に注力してまいります。

また、昨年10月には全印工連創立70周年記念行事が東京で開催され、印刷産業の発展・向上に対してたゆまぬ

努力を重ねてきた全印工連の歴史を振り返り、これからさらに進化を遂げていくために一致団結し、決意を新たに

する場が設けられ、全国の組合員との連携強化、協創の推進が図られました。連携強化のために近畿地区印刷

協議会体制の一層の充実を図り、地区協議会役員が一丸となり、情報共有とともに各地区の共助と課題解決に

取り組んで参る所存でございます。

結びにあたりまして、本年も近畿地区印刷協議会の活動への変わらぬご支援ご鞭撻を賜りますようお願い申し

上げますと共に、皆さまのご健勝とご多幸をお祈り申し上げまして、年頭のご挨拶とさせていただきます。

近畿地区印刷協議会 会長／ 武部 健也

連携強化・協創の推進を図る
―近畿はひとつ―

年 頭
所 感

謹んで新春のお慶びを申し上げます。平素より全日本印刷工業組合連合会の各事業に対しご理解とご協力を

賜り心より感謝申し上げます。

2026年は地政学的な諸問題、貿易関税の問題やインフレ経済移行への諸問題などを昨年から引継ぎスタート

しました。歴史を振り返りますと激動期を生きた孟子は物事を成し遂げるには天の時、地の利、人の和が重要で、

特に人の和が最も大切と説いております。これは我々が掲げるCSR経営に通ずるものと思われます。一方、天地

人の言葉の中で本年のキーワードは「地」であると私は考えております。地とは、地理・地勢を意味し現場・地盤・

地域・地球といった意味をも内包するものです。我々印刷産業は「足もとを確かめ、産業を再構築する」ことを早急

に進めなくてはならないと感じています。AIなど技術革新が加速度的に進む一方、現場と地域に根差した新たな

価値創出こそが、印刷産業が未来へ歩みを進める上で不可欠であると思います。

ところで価値創出を実践するにはまず確かな地盤が必要です。本年、まず重視して取り組むのは「取引適正化」と

「知的資産の保全」です。これまで印刷業界では価格転嫁や権利処理が十分に行われず、企業の持続性を損

ねるケースも散見されました。取適法が施行される中、その根本的課題に向き合うため経済産業省の確認を得た

うえで、業界として初となる統一的な「基本取引契約書の雛型」を策定し、全国での普及を進めます。これは単な

る書面整備にとどまらず、印刷産業が社会から信頼される商慣行を確立し、次の世代に健全な産業基盤を引き

継ぐための重要な礎となるものです。

さらに地域社会との連携強化も本年の大きなテーマです。印刷会社は行政・教育機関・企業団体などあらゆる

産業と接しており、地域経済のハブとして独自の強みを持っています。こうした地域密着の特性を生かし、自治

体や地域の課題解決支援を行うローカルゼブラ企業を目指し多様な分野での協創の推進役になるべきと考えて

おります。

また、地球を考える環境対応はもはや避けて通れない課題です。環境配慮認証制度の普及、CO²排出量の算定、

印刷工程の省エネ化支援、企業の実務に直結する支援策をさらに拡充していく所存です。同時にデジタルメディア

には無い紙メディアの価値を広く社会に発信することも推進して参ります。

2026年は印刷産業が「新たな成長の地固め」を進める一年となることを目指し、変化の波にただ流されるのでは

なく、現場の知見を尊重し、地域に寄り添い、技術革新を柔軟に取り入れ、共に未来を切り開いて行く年としましょう。

本年が、印刷産業にとって新たな飛躍の年となるよう、引き続き皆様のお力添えを賜りますようお願い申し上げます

とともに、各組合員のますますのご発展と皆様のご健勝を心より祈念し、年頭のご挨拶といたします。

全日本印刷工業組合連合会 会長／ 瀬田 章弘

新年のご挨拶
「足元を固め、価値協創を」

年 頭
所 感

5THAT'S HyoGO!!



新年あけましておめでとうございます。謹んでお慶び申し上げます。

組合員の皆さまにおいては未来への期待に満ちた新年を迎えられたと思います。

昨年1年間を回顧いたしますと、まずは「日本初の女性総理誕生」でしょうか。新総理が打ち出していく経済政策が

日本経済と国民生活に好影響を与えることとなり、様 な々懸念を乗り越え、強い日本経済復活への足掛かりとなる

ことを祈るばかりです。また、昨年日本シリーズでは残念ながら敗退してしまいましたが阪神タイガースのリーグ

制覇は関西経済にとってとても嬉しい出来事でした。ノーベル賞では生理学・医学賞を坂口志文氏、化学賞を

北川進氏が受賞しました。日本人の「知」への探求心の高さを改めて感じ、誇らしい気持ちになりました。4月には

大阪万博が開幕し、当初の懸念を払拭し大盛況の中10月に閉幕いたしました。「万博ロス」なる現象も起きており、

ミャクミャクも大人気のキャラクターとなりました。海外では、未だロシアとウクライナ・イスラエルとハマスの紛争が

解決に至っておらず混迷が続いていますが、1日も早い完全終結と平和の到来を望むばかりです。

経済においては「トランプ関税」が世界を巻き込み大きなうねりとなりました。今後の日本経済全体にどのような

影響を与えていくのか注視していかなければなりません。そんな中、日本株式市場のみならずニューヨークダウ

平均も昨年大幅に上昇しました。日経平均が5万円という大台に到達したのも記憶に新しいところですが、円安・

金利上昇などが懸念され、実体経済が押し上げている感覚は鈍く、今年の動向が気になるところです。

紙パルプ業界においてはコロナ禍で落ちた需要がここ数年で回復基調にはありましたが「紙の使用量」は今もって

「コロナ以前」を超えず、生き残りの厳しさを感じています。しかしながら我々紙卸商としては組合員の皆さまと手を

携えながら、新しい知識やスタイルを貪欲に求め、これまで培ってきた知識と経験をプラスし、難しい局面を共に

乗り切って行ければと思っています。

組合員の皆さまの繁栄なくして我々の業界が繫栄することはありません。貴組合とのさらなる関係性の強化と切磋

琢磨により、共存共栄できる体制確立に努力していきます。組合員の皆さまにはこれまでより一層のご指導と

ご支援・ご理解をお願いいたします。共に「前」へ進んでいきましょう。

組合員企業のますますのご発展とご清栄を祈念いたしまして新年の挨拶とさせていただきます。

兵庫県洋紙商組合 会長／ 山崎 正則

年 頭 の ご 挨 拶

年 頭
所 感

兵庫
県洋
紙商
組合

用紙のことなら『私達』に
ご相談ください

明けましておめでとうございます

（五十音順）

㈱上田洋紙店 釜谷紙業㈱

㈱光陽社
神戸支店

㈱シミズ

㈱成文社 永井産業㈱

6 THAT'S HyoGO!!



新年あけましておめでとうございます。謹んでお慶び申し上げます。

組合員の皆さまにおいては未来への期待に満ちた新年を迎えられたと思います。

昨年1年間を回顧いたしますと、まずは「日本初の女性総理誕生」でしょうか。新総理が打ち出していく経済政策が

日本経済と国民生活に好影響を与えることとなり、様 な々懸念を乗り越え、強い日本経済復活への足掛かりとなる

ことを祈るばかりです。また、昨年日本シリーズでは残念ながら敗退してしまいましたが阪神タイガースのリーグ

制覇は関西経済にとってとても嬉しい出来事でした。ノーベル賞では生理学・医学賞を坂口志文氏、化学賞を

北川進氏が受賞しました。日本人の「知」への探求心の高さを改めて感じ、誇らしい気持ちになりました。4月には

大阪万博が開幕し、当初の懸念を払拭し大盛況の中10月に閉幕いたしました。「万博ロス」なる現象も起きており、

ミャクミャクも大人気のキャラクターとなりました。海外では、未だロシアとウクライナ・イスラエルとハマスの紛争が

解決に至っておらず混迷が続いていますが、1日も早い完全終結と平和の到来を望むばかりです。

経済においては「トランプ関税」が世界を巻き込み大きなうねりとなりました。今後の日本経済全体にどのような

影響を与えていくのか注視していかなければなりません。そんな中、日本株式市場のみならずニューヨークダウ

平均も昨年大幅に上昇しました。日経平均が5万円という大台に到達したのも記憶に新しいところですが、円安・

金利上昇などが懸念され、実体経済が押し上げている感覚は鈍く、今年の動向が気になるところです。

紙パルプ業界においてはコロナ禍で落ちた需要がここ数年で回復基調にはありましたが「紙の使用量」は今もって

「コロナ以前」を超えず、生き残りの厳しさを感じています。しかしながら我々紙卸商としては組合員の皆さまと手を

携えながら、新しい知識やスタイルを貪欲に求め、これまで培ってきた知識と経験をプラスし、難しい局面を共に

乗り切って行ければと思っています。

組合員の皆さまの繁栄なくして我々の業界が繫栄することはありません。貴組合とのさらなる関係性の強化と切磋

琢磨により、共存共栄できる体制確立に努力していきます。組合員の皆さまにはこれまでより一層のご指導と

ご支援・ご理解をお願いいたします。共に「前」へ進んでいきましょう。

組合員企業のますますのご発展とご清栄を祈念いたしまして新年の挨拶とさせていただきます。

兵庫県洋紙商組合 会長／ 山崎 正則

年 頭 の ご 挨 拶

年 頭
所 感

兵庫
県洋
紙商
組合

用紙のことなら『私達』に
ご相談ください

明けましておめでとうございます

（五十音順）

㈱上田洋紙店 釜谷紙業㈱

㈱光陽社
神戸支店

㈱シミズ

㈱成文社 永井産業㈱

7THAT'S HyoGO!!



組合では、生田神社拝殿内での新年繁栄祈願祭を二役・青楠会会長が出席のもと開催し、印刷業界ならびに
組合員各社の繁栄を祈願いたしました。

新春恒例の新年互礼会が、去る1月7日（水）午後5時から神戸ポートピアホテル「偕楽」

において、開催されました。兵庫青年印刷人「青楠会」清水良祐氏の司会進行でセレ

モニーが始まり、武部理事長の年頭挨拶の後、来賓を代表して、衆議院議員の関芳

弘氏・藤井比早之氏、参議院議員の加田裕之氏、兵庫県議会議員の戸井田祐輔氏、

神戸市会議員の平井真千子氏、兵庫県産業労働部次長の中村浩明氏、神戸市経

済観光局工業課課長の西田淳一氏、全日本印刷工業組合連合会副会長の髙本隆

彦氏から祝辞を頂き、近畿地区印刷協議会副会長の為國光俊氏の発声で乾杯が行

われ、県・市関係団体、上部団体、金融機関等のご来賓及び関連企業、各組合員の

ご歓談・ご交流がはかられ、石坪副理事長の中締挨拶をもって閉宴となった。

新年繁栄祈願祭開催 令和8年1月7日水

兵 庫 県 印 刷 人 新年互礼会開催

司会の清水良祐氏（青楠会）

武部理事長

石坪副理事長

関芳弘氏（衆議院議員）

二役によるお出迎え

藤井比早之氏（衆議院議員） 加田裕之氏（参議院議員） 戸井田祐輔氏（兵庫県議会議員）

中村浩明氏
（兵庫県産業労働部 次長）

西田淳一氏
（神戸市経済観光局 工業課長）

髙本隆彦氏
（全日本印刷工業組合連合会 副会長）

平井真千子氏
（神戸市会議員）

閉宴挨拶

年頭挨拶

ご祝辞

為國光俊氏（近畿地区印刷協議会 副会長）の発声で乾杯

乾杯
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かんべみのり （MBA漫画家・合同会社KAまんが企画代表）
神戸大学法学部卒業 グロービス経営大学院経営研究科卒業・経営学修士
会社員として勤務する傍らイラストレーター業を続ける。グロービス在学中より経営学の学びの漫画図解化に
取り組む。現在、経営学の知見を活かし、企業研修漫画や啓蒙漫画を中心に活動している。著書に「驚くほど
仕事がはかどるITツール活用術（KADOKAWA）」など。兵庫県在住。

ウェブサイト▶https://kambeminori.com/

●ウェルビーイングが鍵! 個人、企業、社会が「幸せ」になる新しい働き方

【第9話】『何のために働く?』

最近「ウェルビーイング」という言葉を耳にする機会が増えてきました。健康経営や働き方改革が進む中で、「個人が活き活きと働き、
暮らすためには何が大切か」を考える場面が増えたからです。
ウェルビーイングとは、心と体が安定し、人との繋がりや自分らしさを感じながら生活できている状態を指します。単に「病気でない」と
いうのとはちょっと違います。健康、感情、自己成長、人間関係、趣味、生きがいなど、複数の要素が満たされていることで、私たちは
自然と前向きなエネルギーを持つことができるのです。近年、この概念は個々人の生活だけでなく、企業の中でも注目されてます。ウェル
ビーイングが高まると、集中力が高まり、創造性も発揮され、周囲との協力もしやすくなり、結果として生産性が向上するからです。
よく「ワークライフバランス」という言葉と混同されがちですが、こちらは、仕事と生活の時間配分を整え、働きやすさを高めるという視点
が中心。勤務時間の調整や休暇のとりやすさなど、量的な調整に焦点を当てています。
一方のウェルビーイングは、時間だけでは測れない心の状態、人間関係の質、成長の実感、生きがいと言った、人生全体の質を高める
ことを目指します。
かつてのように猛烈に働くことが正解だった時代は終わり、時間を調整しながら働くことが当たり前になりました。ここから先は、さらに
自分らしく、より豊かに働くために、ウェルビーイングという視点を取り入れることが鍵になります。
こういった概念を知り、自分なりの心地よさを大切にしながら、仕事も人生も楽しんでいきたいですね。

それ、マンガで説明します! ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★ ★

プロフィール

作：かんべみのり
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かんべみのり （MBA漫画家・合同会社KAまんが企画代表）
神戸大学法学部卒業 グロービス経営大学院経営研究科卒業・経営学修士
会社員として勤務する傍らイラストレーター業を続ける。グロービス在学中より経営学の学びの漫画図解化に
取り組む。現在、経営学の知見を活かし、企業研修漫画や啓蒙漫画を中心に活動している。著書に「驚くほど
仕事がはかどるITツール活用術（KADOKAWA）」など。兵庫県在住。

ウェブサイト▶https://kambeminori.com/
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一方のウェルビーイングは、時間だけでは測れない心の状態、人間関係の質、成長の実感、生きがいと言った、人生全体の質を高める
ことを目指します。
かつてのように猛烈に働くことが正解だった時代は終わり、時間を調整しながら働くことが当たり前になりました。ここから先は、さらに
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明けましておめでとうございます

〒652-0804  神戸市兵庫区塚本通4-3-14
TEL（078）579-3800
FAX（078）579-3801

デュプロ㈱ 神戸支店

支店長　小 坂 　 勝

株式会社　勝田製作所
代表取締役　勝 田 忠 司

渡邉 定道

削りカスが出ない

〒650-0047 神戸市中央区港島南町5丁目4-5
TEL.078-303-0088／FAX.078-303-1320

E C O  S C R A T C H

〒577-0066 大阪府東大阪市高井田本通6-2-10
TEL（06）6785-1036
FAX（06）6785-1039

KAMIX株式会社

代表取締役  宗次 健太

武部 俊

山﨑 真弘

リコージャパン株式会社
P P事業部  

〒５４０‐００１１  大阪市中央区農人橋1-4-34
TEL（０６）４７９０‐６７０２
ＦＡＸ（０６）４７９０‐６７０９

部長  河　上　　剛

富士フイルムグラフィックソリューションズ㈱
執行役員 大阪支社長

前  田  弘  毅
〒541-0056 大阪市中央区久太郎町4-1-3

　　　 大阪センタービル5F
TEL（06） 4704-8401   FAX（06） 4704-8411

〒671-0223 姫路市別府町北宿1140
TEL.079-252-5175　FAX.079-253-9084
E-mail : tokou@silver.ocn.ne.jp

代表取締役社長　岩國 潤一郎

有限会社 東光印刷

代表取締役　藤田　靖

〒577－００65 大阪府東大阪市高井田中1-4-10

大阪支店

TEL 06ー4308ー8860
FAX 06ー4308ー8870

〒670-0987 姫路市苫編南2丁目43番地
TEL.079-230-0550　FAX.079-230-0551

代表取締役　吉　岡　正　城

（有）明輝堂印刷所

E-mail:kobe-sugawa@sound.ocn.ne.jp
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明けましておめでとうございます

よし が ふみ お

東神戸センタービル
〒658-0015 神戸市東灘区本山南町8丁目6-26 14F
TEL. 078-803-8105（直通） FAX.078-803-8104
TEL. 078-803-8101（代表）
本社 〒658-0054　神戸市東灘区御影中町1丁目1-8

株式会社  甲 南 堂

〒650-0027 神戸市中央区中町通2丁目2-18
（愛幸ビル7F）
ＴＥＬ　078-382-1234㈹
ＦＡＸ　078-341-8585

代表取締役社長　髙  田  康  弘

神戸オフィスデザイン
KOBE OFFICE DESIGN

株式会社 明光堂
代表取締役　中 村 宜 史

株式会社 キングコーポレーション
神戸支店 

 

作 本 卓 也

〒670-0982　姫路市岡田479番地
TEL　079-294-2121　FAX　079-295-2336

代表取締役　山　野　正　豊 椎 名  高 久

株式会社 SCREEN GPジャパン
大阪支店長　木村　隆
〒550-0013 
大阪市西区新町2-7-5 
京阪神新町第一ビル2F

本　　　社　☎　06 - 6 2 2 6 - 8 2 1 4
本　　　店　☎　06 - 6 7 9 1 - 5 5 9 4
姫路営業所　☎　079 - 2 5 3 - 2 2 0 5

OPI株式会社
各種印刷インキ・関連資材

上 野  靖  史

〒651-0094 神戸市中央区琴緒町2-2-7
TEL（078）231-3212㈹
FAX（078）232-0859　

株式会社 上田洋紙店
山　﨑　正　則代表取締役

永井産業株式会社
印刷紙・板紙・和紙・包装紙材

享和元年（1801年）創業 
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明けましておめでとうございます明けましておめでとうございます

〒553-0001　大阪市福島区海老江8-10-1
TEL 06-6458-1161㈹
FAX 06-6458-3808
http://naigai-ink.com

内外インキ製造株式会社

中井万喜

宇仁菅　勧代表取締役

〒661-0001  尼崎市塚口本町6-12-1
ＴＥＬ  06-6422-1900㈹
ＦＡＸ  06-6422-1188　

http://www.iplanet-inc.com

株式会社 アイプラネット
三菱電機グループ

　　　　　　 取締役
ドキュメント事業本部長　馬 場 博 明

有限会社  高木印刷所
代表取締役  髙  木  克  彦

松本カーボン印刷株式会社
代表取締役

松 本 純 慈

〒652-0813  神戸市兵庫区兵庫町1-1-16
電　話（078）685-0126
ＦＡＸ（078）685-0132

有限会社 大   開   印   刷

代表取締役  藤  田  信  哉

代表取締役  青　田　皆　樹

〒679-2121 姫路市豊富町神谷1320-1
TEL（079）264-6886 FAX（079）264-6880

E-mail : hin131@d2.dion.ne.jp

クリーンエネルギーの企画・提案
系統用蓄電所 設置・販売

PRINTINGMATERIAL／印刷インキ・材料

代表取締役社長　ヨルグ・バウアー

塚田印刷株式会社
代表取締役　塚  田  和  範

加古川本社　電話（079）424-2222
姫路事業所　電話（079）253-2222
神戸営業所　電話（078）671-3333

釜谷紙業株式会社
輸出のお手伝い
紙・紙製品の

tawaraseihonsho@gmail.com

〒672－8048　姫路市飾磨区三宅3丁目27
ＴＥＬ079-243－1155
ＦＡＸ079-243－1156

白鷺印刷株式会社

𠮷 田　賢 司

〒652-0816
神戸市兵庫区永沢町2-5高架79号
T E L　３３５－６１３３㈹
F A X　９４５－９８２２

〒651-0071  神戸市中央区筒井町1-3-4
TEL（078）221-2130
FAX（078）221-2140

和佳製本工業株式会社

代表取締役　越 智  光 裕
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明けましておめでとうございます明けましておめでとうございます

■主　催　ＪＰ産業展協会
■後　援　近畿経済産業局/大阪府/大阪市/大阪府中小企業団体中央会/大阪商工会議所/全日本印刷工業組合連合会/一般社団法人日本グラフィックサービス工業会/日本製紙連合会/
　　　　　日本洋紙板紙卸商業組合/公益社団法人日本グラフィツクデザイン協会(以上予定)
■協　力　公益社団法人日本印刷技術協会/大阪印刷関連団体協議会/大阪府ものづくり振興協会/販促アイデア協議会(以上予定)
　　　　　　　JP産業展協会事務局（印刷タイムス株式会社内）    〒530-0041 大阪市北区天神橋2-4-17 千代田第一ビル9F  TEL.06（6948）5081  URL：http://jp-ten.jp/お問い合わせ

ら
か
れ
こ
の
ス
ネ
ジ
ビ
と
会
社
、
る
創
が
刷
印

ら
か
れ
こ
の
ス
ネ
ジ
ビ
と
会
社
、
る
創
が
刷
印

SOSHIN

6 2026
5/20
  ～22

水

金
インテックス大阪5号館(大阪市住之江区南港北１丁目５－１０２)

20日水 10:00～17：00・21日木 10:00～17：00・22日金  9:30～16：00

C 案 B2サイズ （515×728）
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官公需対策委員会からのお知らせ�官公需対策委員会 委員長　加藤 真吾
官公需対策委員会は、官公需取引の円滑な推進を図
る活動を行っています。つきましては、本年度8月か
らこれまでの活動状況について報告いたします。

神戸市の今西副市長に
「著作権の尊重に関する要望書」を手交

神戸市との意見交換会の報告
令和7年9月16日（火）

場　所：神戸市役所
出席者：（神 戸 市）副市長 今西正男氏
　　　　　　　　　 �神戸市行財政局副局長、経済観

光局副局長他　計5名
　　　　（兵庫県印刷工業組合）
　　　　　　　　　 �理事長 武部健也、副理事長、官

公需対策委員会委員長他 計7名
　　　　（オブザーバー）神戸市会議員 平井真千子氏

　兵庫県印刷工業組合は、神戸市に対し別添の「知
的財産権のご理解と活用による地元産業に関するお
願い」の要望書を提出し、今西副市長様をはじめ行
財政局及び経済観光局の幹部の方々と意見交換会を
行った。なお、この件について造詣が深い神戸市会
議員平井真千子先生にオブザーバーとして参加して
いただきました。
　その内容を報告いたします。
・�冒頭に、武部理事長から今西副市長へ要望書を手
交した。
・�加藤官公需対策委員長から、要望書の趣旨と作成
の経緯について説明があった。
・それを受けて、今西副市長から、次の発言があった。

　3月に平井先生の質問があった委員会後、市長か
ら全職員に向けて「知的財産権の尊重は極めて大切
な問題であるので、発注方法について点検するよう
に」との発信があった。
　契約監理課からも、コンテンツ版バイドール契約
に基づいた契約をするとの発信をした。また、9月
から、担当職員を対象に知的財産の尊重に関しそれ
に詳しい専門家による研修を行うこととしている。
　知的財産権について、現状では十分検討しないま
まで神戸市に帰属させているように感じられるの
で、必要性を検討させたうえで、必要なものであれ
ば対価を支払うことを徹底させたい。

⃝今西副市長からの質問
　印刷物の発注にあたっては、見積もり合わせを行
う。その見積額は、製作費と著作権の譲渡金額を合
わせた合計の低いもので落札者を決めてよいか。
　製作費と著作権の譲渡金額を別途の見積もりとす
ると、発注するものとしてそれが最適な発注額かわ
からない。

（組合）
　製作についての見積もり合わせをしていただき、
成果物を見てそれが良ければ、別途著作権の譲渡に
ついて協議することとしてほしい。

（神戸市）
　「著作権と印刷物とは切り離して考えてほしい」
という意味ですね。

（組合）
　その通りです。

⃝神戸市からの質問
　著作権の扱いについては、譲渡契約とライセンス
契約があるが、その線引きをどうすればよいのか考
える。他の都市ではどのようにしているのか教えて
いただきたい。

（組合）
　多くの市町村は、神戸市と同じスタイルである。
　一方、兵庫県を含め多くの都道府県は、著作権は
受注者に帰属されている。
　このため、兵庫県にはデータを渡していない。

16 THAT'S HyoGO!!



（神戸市）
　成果物に含まれる著作権は、1回限りのライセンス
契約で付与されていると考えてよろしいのですね。

（組合）
　その通りです。

⃝今西副市長からの質問
　今後、著作権が必要かどうかを十分検討させたう
えで見積もりを取るので、ライセンス契約が増える
と考える。その中で、案件によっては著作権が欲し
い場合がある。
　その場合には、成果物と著作権を合わせた金額で
入札しないと競争性と公平性の合理的な判断ができ
ないと考えるが。

（組合）
　原則として、印刷物（ライセンス契約で著作権の
使用を与えられている成果物）のみで見積もり合わ
せし、その後で著作権を必要と判断した時、著作権
の金額について協議する。
　また、最初から著作権を譲渡する案件であって
も、著作権の使用範囲や程度等条件を受発注者が納
得したうえで譲渡金額が相当程度担保されることが
必要である。
　現状の低いほうの金額で落札される制度では、担
保されずこれまでと変わらない。

（神戸市）
　印刷物（成果物）の納品と著作権の譲渡について
は、原則として切り離して考えてほしいということ
ですね。

（組合）
　その通りです。

（今西副市長）
　県の大半は、著作権の譲渡を求めずライセンス契
約で対応し、一方、市町村は著作権の譲渡を求める
ケースが多いのですね。譲渡の必要性について根本
的に考えさせ、抜本的な対応を担当者に指示します。
私としては、譲渡を求めるケースは少なくライセン
ス契約でほとんどが対応できるのではと考える。そ
うすれば、著作権は守れるのではないか。その方向
で、検討していくのが良いのではと感じている。

⃝今西副市長からの質問
　ライセンス契約での著作権は、1回限りの利用料
を印刷物（成果物）の見積もりに入れるが、著作権
の譲渡は、印刷物の見積もりに入れず別途契約す

る、同じ著作権なのに別の扱いをする合理的説明を
教えてほしい。

（組合）
　著作権と製作費を合計した見積もり額では、低価
格を落札として採用する入札制度では、著作権の金
額を含めることは難しくなる。含めれば、高くなり
落札されないためである。いわゆる一円入札を防止
するためにも、検討していただきたい。
　また、我々は著作権を持つことにより、増し刷り
やそれを生かした受注を期待して見積もり額を低く
している。このため、落札してもデータを取られる
のであれば、著作権を正当に評価されないのと同じ
である。
　基本的には、著作権を求めない方向で検討してい
ただきたい。
　著作権が必要な時には、受注業者と別途協議とし
てほしい。

⃝経済観光局の発言
　経済産業局の各課では、委託契約については、
著作権に関するチェックリストを作成し複数人で
チェックしている。神戸市にとって必要な著作権で
あれば、理由を明記し決裁を受けるようにしてい
る。二次利用する必要がある場合は、それについて
は対価を支払うこととしている。

⃝今西副市長の発言
　著作権については、譲渡を求めるのは例外。
　1回あたりのライセンス契約で使わせていただ
き、利用目的や部数等取り決め契約するのを基本と
する。例外的に著作権が必要な時は、印刷業者と協
議する。
　以上を徹底する。
　県がしていることに近づけることになるが、それ
ができてなかったのはお恥ずかしいことである。
　ところで、神戸市で著作権が必要な事例としては、
どのようなものがあったか、また、考えられるか。

（神戸市の職員）
　キャラクターならある。また、二次利用する場合
が考えられる。

⃝組合からの要望
　著作権の譲渡で、来年も印刷するとかチラシをポ
スターにしたいとかの理由でデータも譲渡してほし
いといわれるのは困る。その場合は、著作権とは別
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にデータを協議のうえで買い取ってほしい。
（今西副市長）
　このような場合は、譲渡できませんよと明確な事
例を教えてほしい。

（平井議員）
　来年も使う場合は、データを買い取るのではなく、
来年の新しい仕事として来年度に発注してほしい。
　データだけでなくPDFも譲渡できないとしてほ
しい。これらを譲渡すると、最初に取り決めた著作
権の使用範囲や程度等が十分に管理できず、いつの
間にか著作権が侵害されることになる。データ等は
再利用できるので、成果物だけを受け取るとしてほ
しい。

⃝神戸市からの質問
　イベントのチラシをホームページにPDFで掲載
する場合、ライセンス契約の中で利用期間を明示す
ればご理解いただけるのか教えていただきたい。

（組合）
　解像度の低いPDF（印刷するには利用できない）
をお渡しする場合があると聞いているが、それで構
わないかは今後検討したい。
　ある県では、例年1万部の受注があったポスター
が、1千部の受注になった。その原因は、各市町村に
PDFを送って各自に必要部数を印刷させたという事
例がある。

⃝今西副市長の発言
　本日の話だけでは不十分なので、継続して協議し
誤解のないようにしたい。
　今後もよろしくお願いしたい。

　貴重な時間を割いていただいたことについて神戸
市に感謝申し上げます。なお、具体的な取り組みは
今後協議することとして意見交換会を終了いたしま
した。� （文責　兵庫県印刷工業組合事務局）

要　望　書
（知的財産権のご理解と活用による
地元産業振興に関するお願い）

令和7年9月16日（火）

　平素より、当組合ならびに印刷業界の振興に多大
なるご指導とご支援を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、本年3月に開催された神戸市会予算特別委
員会の総括質疑におかれまして、平井まち子委員
の「コンテンツ産業の振興を図るうえで、クリエー
ティブ人材の育成や競争性の確保のために、事業者
の著作権の取り扱いに関する認識を改めていく必要
があるのでは」との質問に対し、久元市長様から、

「これは今のやり方を改めないといけないと。……ま
た、ご指摘を踏まえて改めないといけないこととし
てどういうことがあるのかを庁内で検討をいたしま
して、必要に応じ私からも全職員に通知をしたいと
思います」
との答弁をただきました。
　コンテンツ産業の一角を担う印刷業界としまして
は、積年の課題が解消し業界の未来に明かりがさす
のではと喜びと感謝の念に堪えない次第です。
　つきましては、既にご承知の点と重複する部分が
あるかもしれませんが、印刷業界として神戸市様の
著作権の取り扱いについて感じている現状と課題を
説明し、それに対する改善案をこの度要望書として
提出させていただきます。
　「デザイン都市・神戸」の中核に位置付けられてい
ます印刷業界を含むコンテンツ産業は、情報や表現
という形で製品やサービスを提供し、そこには制作
者が工夫を凝らした財産である著作権が凝縮されて
います。
　この著作権に対し、神戸市の契約約款においては、
必要でない著作権はその譲渡を求めない対応をして
いると言いながら、著作権の必要性を十分に検討せ
ず活用しないものも含めてそのほとんどを市に帰属
させています。一方で、著作権譲渡費は成果物と同
じ見積書に含むと記し、その財産価値の正当な評価
がなされないままに実質的に無償で譲渡させられる
仕組みとなっています。また、多くの場合は、著作
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権を含むデータも要求されますので使いまわしが容
易となります。このことは、制作者の意欲が削がれ、
結果としてコンテンツ産業の質の低下を招き、「デ
ザイン都市・神戸」の実現が難しくなります。
　つきましてはコンテンツ産業に関わる制作者の意
欲向上と育成、及び地域経済を発展させるための産
業振興施策の一つとして、国が施策として取り組
んでいる知的財産権を尊重するコンテンツ版バイ・
ドール契約の考えを取り入れた円滑な取引の推進を
下記のとおり要望いたします。

記

　「コンテンツ版バイ・ドール契約」は、知的財産権
を民間企業が利用することを促進するために、これ
まで発注者であった国や県、市などへ帰属させられ
ていた知的財産権を、一定の条件の下で受注者に帰
属させる契約です。
　このため、経済産業省が令和6年度コンテンツバ
イ・ドール条項入り概算契約書25条で設定した一
定の条件等を参考に具体的改善案を提示し要望いた
します。

1．当該コンテンツ（印刷物）に係る知的財産権につ
いては、納品時にその種類その他の情報を神戸市
に報告することを受注者（印刷業者）は約すると
ともに両者はそれを確認します。

　�　神戸市・受注者ともにコンテンツの中に含まれ
る知的財産権の所有者や種類を明確にすること
は、トラブルを未然に防止することになります。

（概算契約書25条に記されている条件1）
　受注者は、委託業務において作成したコンテン
ツにかかる知的財産権については、遅滞なく、そ
の種類その他の情報を発注者に報告する。

2．「公共の利益のために特に必要がある」場合は、
第三者が所有する著作権を除いて、受注者は著作
権を神戸市に無償で使うことを認めます。ただ
し、「公共の利益」はどういう場合をいうのか難し
いので、その都度協議をお願いします。

　�　国の回答では、「天変地異により受注者が操業

不能になり、しかし、公益のため受託者が有する
著作権を緊急に使用しなければならない場合」と
稀有な事例を想定しています。

（概算契約書25条に記されている条件2）
　発注者が公共の利益のために特に必要があると
してその理由を明らかにして求める場合には、無
償で当該コンテンツを利用する権利を発注者に許
諾することを受注者等が約すること。

3．受注者が長期間その著作権を正当な理由なく活
用していない場合で、神戸市が理由を明らかにし
て特に必要として求める時は、神戸市が第三者に
使用許諾を出すことを受注者は認めます。

　�　著作権の死蔵を防ぎ有効利用をする意図から、
バイ・ドール契約の理念に対応しています。

（概算契約書25条に記されている条件3）
　受注者は、当該コンテンツを相当期間活用して
いないと認められ、かつ、当該コンテンツを相当
期間活用していないことについて正当な理由が認
められない場合において、発注者が当該コンテン
ツの活用を促進するために特に必要があるとして
その理由を明らかにして求めるときは、当該コン
テンツを利用する権利を第三者に許諾する。

　以上の他、著作権の取り扱いに関し次の2点を要
望いたします。

4．神戸市が、著作権の利用権や譲渡を求めるとき
は、成果物（印刷物）とは異なる独立した見積も
りで受注者と協議し、評価に見合った対価を支払
うことをお願いします。

5．神戸市が、成果物（印刷物）のPDFの提出を求め
ることができるのは、ホームページ掲載と内部資
料として活用するためにのみと限定してください。
　　PDFには、発注者（神戸市）以外の受注者（印刷
業者）や第三者の著作権が含まれているからです。
　　ただし、著作権の譲渡及び二次利用が必要な場
合は、受注者と別途協議をすることとしてください。
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サステナビリティ・CSR委員会（柳有香・佐々木賢司委員長）では、

初めての取り組み事業として、標記バスケットボール観戦会を開催しました。（参加者：14社・46名）

地元神戸（GLION アリーナ神戸）で「神戸ストークスVS青森ワッツ戦」を観戦し、

試合は98-49で大勝し、リーグ戦7連勝で大いに盛り上がりました。

バスケットボール
観戦会

B.LEAGUE 神 戸 ス ト ー ク ス

2025.11.8sat ★TIP OFF/18:05
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受
賞
の
報
告

（組合功労者顕彰）
受賞者／磯田  弘子 氏 ［共栄印刷㈱］
　　　　髙木  克彦 氏 ［㈲高木印刷所］
　　　　兵田  好雄 氏 ［兵田印刷工芸㈱］
　　　　吉岡  正城 氏 ［㈲明輝堂印刷所］

❖全日本印刷工業組合連合会表彰

（優良組合青年部）
受賞者／兵庫青年印刷人「青楠会」
（組合功労者）
受賞者／加藤  真吾 氏 ［商工印刷㈱］
　　　　杉本  浩康 氏 ［交友印刷㈱］

❖兵庫県中小企業団体中央会会長表彰

常
任
役
員
候
補
者

選
考
委
員
会
の
報
告

杉本  浩康 氏 ［交友印刷㈱］ 現・副理事長

❖次期理事長候補者

令和8・9年度 理事長・副理事長候補者を推薦

石坪  浩一 氏 ［㈱大伸］ 現・副理事長
佐々木 賢司 氏 ［大和美術印刷㈱］ 現・副理事長
𠮷川  一生 氏 ［㈲ハタヤ］ 現・常任理事

❖次期副理事長候補者

組合では、本年5月に役員改選を迎えるにあたり、改選期の事業計画および予算策定を

円滑に行い、スムーズな事業推進を行うため、常任役員候補をあらかじめ選考することを

目的として「常任役員候補者選考委員会」を設置し選考作業を進めております。

この度、選考委員会（加藤真吾委員長）より、理事長・副理事長候補者として以下の各氏

を理事会に推薦があり、承認されましたので、ご報告いたします。
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行事ニュースEVENTNEWS
HYOGO PRINTING INDUSTRY ASSOCIATION

全日本印刷工業組合連合会（瀬田章弘会長）では、

令和7年10月10日㈮、東京都千代田区の東京會舘に

おいて「創立70周年記念行事」を開催され、全国の組

合員をはじめ各界からの来賓・関連業者等総勢831

名が出席されました。兵庫工組からは武部理事長を

はじめ関係役員10名が参加しました。

「REBOOT THE PRINT! 印刷のチカラ、再起動!」

をコンセプトに記念式典・表彰式・記念講演会・記念

パーティーで節目が祝われ、記念表彰では兵庫工組

から磯田理事・高木監事・兵田理事・吉岡監事が在

任20年の全印工連会長特別表彰を受賞されました。

「全印工連創立70周年記念行事」に参加

経営革新マーケティング委員会（藤塚謙次郎

委員長）では、産学連携事業の一環として、

兵庫県立神戸高等技術専門学院（印刷総

合技術コース）の学院生を対象に標記見学

会を開催した。

●開催日／9月12日（金）  
●会　場／カルトンi㈱中央工場
●目　的／見学会の実施により、学院生の印刷業界への見聞を広げ、今後の就職に繋げる。  
●参加者数／12名

産学連携工場見学会開催

※オフセット印刷作業実技試験の実施に際し、兵庫県洋紙商組合様に試験
材料提供のご協力をいただきました。紙面を借りて厚くお礼申し上げます。

〈オフセット印刷作業〉 ［普通紙］8月9日（土）
●会場／㈱大伸  ●受検者／1級2名・2級1名

実施
状況

教育研修委員会（石坪浩一委員長）では、兵庫県職業能力開

発協会の委託を受けて前期技能検定実技試験を実施した。

前期技能検定実技試験を実施

ローカル・ゼブラ経営セミナー開催

経営革新マーケティング委員会（藤塚謙次郎

委員長）では、新規加入組合員企業である日

東紙工㈱（大西浩二社長）様にご協力いた

だき、工場見学に加え、外国人技能実習生等

の業務への取り組みについてもお話いただく

標記見学会を開催した。

また、見学会終了後、参加者ならびに大西社

長との交流会も実施した。

経営革新マーケティング委員会（藤塚謙次郎委員長）では、明治21年の創業以来、地域課題解決をビジネスに取り

組んだ「ローカル・ゼブラ経営」を実践し、先ほど閉幕した大阪関西万博EXPO2025で「究極のえきそば」を開発され

た竹田典高氏（まねき食品㈱代表取締役社長）を講師にお迎えし、地域資源を活用した新たな事業機会の見つけ

方や協創のあり方について学びました。

EVENTNEWS

サステナビリティ・CSR委員会（柳有香・佐々木賢司委員

長）では標記ゴルフコンペを姫路印刷協同組合との共催

で、11月1日㈯・播磨カントリークラブにおいて、6組23名の

参加者で開催した。当日は天候にも恵まれ、組合員なら

びに関連企業相互に友好・親睦の一日を過ごした。
※競技方法

ダブルペリア方式

■上位入賞者 （敬称略） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
★優勝／甲田 和男（富士フイルムビジネスイノベーションジャパン㈱）
★ 2位／青田 皆樹（姫路インザイ㈱）
★ 3位／髙本 周治（大興印刷㈱）

兵印工組ゴルフコンペ開催

●開催日／12月3日（水）　
●会　場／まねき食品㈱本社
●講　師／竹田典高氏（まねき食品㈱代表取締役社長）
●テーマ／～地域の課題を成長の原動力に～
●受講者数／21社・30名

●開催日／10月29日（水）  ●会　場／日東紙工㈱
●テーマ／「自社の得意を活かす経営で、
　　　　　 顧客との共存共栄を目指す」
●参加者数／8社・12名

組合員企業見学会開催
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実施
状況
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EVENTNEWS
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組合員企業見学会開催
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兵庫支部の忘年会が12月1日、神戸・元町の「肉の入江」にて賑やかに

開催されました。師走の始まりにふさわしく多くの会員が集結し、美味しい

お肉を囲みながら、笑いの絶えないアットホームな雰囲気の中で一年を

締めくくりました。

冒頭の中村支部長による挨拶では、そのユーモアに富んだ楽しいトークで早くも会場が和やかな空気に包まれ、

最高の滑り出しとなりました。会場の「肉の入江 元町店」は、質の高いお肉が堪能できる名店。数あるメニューの

中でも、特に名物の「つぼ漬けハラミ」は、自慢の秘伝ダレにしっかり漬け込まれた深い味わいが堪能でき、参加者

からも「美味」と感嘆の声が漏れるほどでした。

また、当日はお忙しい中、武部理事長にも駆けつけていただきました。毎年恒例のルーレットくじ引きでは、株式会社

ハタヤ様の社運を賭けた多大なる協力により、過去最高と言っても過言ではない仕上がりのルーレットが登場。武部

理事長も自ら何度もチャレンジしてくださいました。吸盤付きボールを手に、お目当ての景品を狙って投球される

理事長のサービス精神旺盛な姿に、会場のボルテージは最高潮に。一喜一憂する歓声と笑い声が飛び交い、会場

全体が一段と賑やかな一体感に包まれました。

宴の合間には、会員同士で仕事やプライベートの近況を語り合う姿があちこちで見られ、和気あいあいとした交流を

通じて、兵庫支部の絆の強さを改めて実感するひとときとなりました。

今回の忘年会は、単なる年末の行事を超え、互いを支え合う支部の温かさと次の一年に向けた活力を分かち合う

素晴らしい機会となりました。これからも会員同士が共に笑い、支え合いながら、より良い未来を目指して活動を続け

ていきたいと感じさせる、希望に満ちた一夜となりました。

兵庫支部忘年会

理 事 会 報 告

■経過
定刻に至り、司会の梶原事務局長より、出席が定足数（30
名）の過半数に達し、理事会の成立が告げられ、武部理事
長が議長となって議事に移った。

■一般経過報告及び当面の行事予定について
事務局より、一般経過ならびに今後の日程等が報告された。

■協議事項
（１）各委員会事業の推進について
各委員会委員長より、事業の進捗状況についての報告が
あった。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）次期常任役員の選考方法について
武部理事長より、来年度の常任役員候補者選考方法につい
て、公平性があり、かつ選考過程をオープンにするため、前
回に引き続き、支部長会メンバーによる常任役員候補者選

考委員会構成、理事長候補者の立候補受付け、ならびに常
任役員候補者選考内規（案）・スケジュール（案）が提案され、
異議なく承認された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（３）組合員の脱退について
事務局より、脱退申出組合員について報告され、異議なく
承認された。
〈脱退申出組合員〉
●㈱吉本宝文堂（東播支部）
※事業譲渡理由による脱退申出の為、期中（5月15日付）での脱退

を認める。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（4）その他
事務局より、12月期定例理事会・交流会の開催概要が説明
された。

以上で全ての議事を終了し、理事会を終えた。

●日時…令和7年10月3日金（14時45分～15時50分）
●場所…兵庫県立神戸高等技術専門学院『本館2F会議室』

出席者（理事16名／監事2名／委任状出席8名） 武部 健也／藤塚 謙次郎／石坪 浩一／柳 有香／早川 薫
加藤 真吾／𠮷川 一生／宗次 健太／中村 宜史／髙本 周治／福多 雅英／藤尾 計太／谷本 泰彦／作本 卓也
岩國 潤一郎／越智 光裕／髙木 克彦／吉岡 正城

10月期定例理事会
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■経過
定刻に至り、司会の梶原事務局長より、出席が定足数（30
名）の過半数に達し、理事会の成立が告げられ、武部理事
長が議長となって議事に移った。

■一般経過報告及び当面の行事予定について
事務局より、一般経過ならびに今後の日程等が報告された。

■協議事項
（1）兵庫県印刷人新年互礼会の開催について
事務局より、当日の行事予定、新年互礼会開催順序等の説
明があり、異議なく承認された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）9月末経理状況について（監査報告）
事務局より、9月末経理状況について、約1,693千円の利益
計上となる旨の説明があり、異議なく承認され、吉岡監事
より、中間監査について正確であるとの監査報告があった。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（3）各委員会事業の推進について
各委員会委員長より、事業の進捗状況等についての報告
があった。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（4）次期役員改選に伴う支部選出理事について
事務局より、事業計画及び予算選定等を円滑に行うために、
事前の支部推薦理事選出、ならびに支部推薦理事選出基
準について提案があり、異議なく承認された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（5）常任役員候補者選考委員会からの報告について
加藤選考委員会委員長より、選考内規第5条に基づき選考

委員会で協議の結果、杉本浩康氏を次期理事長候補者と
して推薦するとの報告があり、杉本氏も受諾され、理事会
の満場一致で承認された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（6）脱退申出組合員について
事務局より、脱退申出組合員について報告され、異議なく
承認された。
〈脱退申出組合員〉
●㈱協和印刷（西播支部）
※廃業理由による脱退申出の為、期中（12月27日付）での脱退を

認める。

●㈱ハンシタ（中央支部）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（7）その他
事務局より、全印工連表彰等の受賞者について報告された。
事務局より、印刷会館休館日を12月27日㈯～1月4日㈰と
することが報告された。

以上で全ての議事を終了し、理事会を終えた。

●日時…令和7年12月3日水（15時30分～16時40分）
●場所…まねき食品㈱本社3F会議室

出席者（理事18名／監事2名／委任状出席9名） 武部 健也／杉本 浩康／藤塚 謙次郎／石坪 浩一／柳 有香
佐々木 賢司／早川 薫／加藤 真吾／𠮷川 一生／宗次 健太／椎名 高久／柏木 修／髙本 周治／福多 雅英
谷本 泰彦／作本 卓也／岩國 潤一郎／越智 光裕／吉岡 正城

12月期定例理事会

理 事 会 報 告

■経過
定刻に至り、司会の梶原事務局長より、出席が定足数（30
名）の過半数に達し、理事会の成立が告げられ、武部理事
長が議長となって議事に移った。

■今後の日程について
事務局より、今後の日程等が報告された。

■協議事項
（１）兵庫県印刷人新年互礼会の開催について
事務局より、新年互礼会の運営方法について説明された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）各委員会事業の推進について
各委員会委員長より、事業の進捗状況について報告があっ
た。

（３）常任役員候補者選考委員会からの報告について
加藤選考委員会委員長より、次期副理事長候補者につい
て、次のとおり推薦することが報告され、次期副理事長候
補者3名も受諾され、理事会の満場一致で承認された。
〈次期副理事長候補者〉
石坪 浩一氏（現副理事長）、佐々木 賢司氏（現副理事長）、
𠮷川 一生氏（現常任理事）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（4）その他
事務局より、来年の兵庫県印刷人新年互礼会の開催日につ
いて、2027年1月6日㈬・於：神戸ポートピアホテルでの開
催が提案され、異議なく承認された。

以上で全ての議事を終了し、理事会を終えた。

●日時…令和8年1月7日水（15時30分～16時20分）
●場所…神戸ポートピアホテル『生田』

出席者（理事17名／監事1名／委任状出席9名） 武部 健也／藤塚 謙次郎／石坪 浩一／柳 有香／佐々木 賢司
須川 真祐／加藤 真吾／𠮷川 一生／宗次 健太／椎名 高久／中村 宜史／柏木 修／髙本 周治／福多 雅英
谷本 泰彦／岩國 潤一郎／越智 光裕／髙木 克彦

1月期定例理事会
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■経過
定刻に至り、司会の梶原事務局長より、出席が定足数（30
名）の過半数に達し、理事会の成立が告げられ、武部理事
長が議長となって議事に移った。

■一般経過報告及び当面の行事予定について
事務局より、一般経過ならびに今後の日程等が報告された。

■協議事項
（1）兵庫県印刷人新年互礼会の開催について
事務局より、当日の行事予定、新年互礼会開催順序等の説
明があり、異議なく承認された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）9月末経理状況について（監査報告）
事務局より、9月末経理状況について、約1,693千円の利益
計上となる旨の説明があり、異議なく承認され、吉岡監事
より、中間監査について正確であるとの監査報告があった。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（3）各委員会事業の推進について
各委員会委員長より、事業の進捗状況等についての報告
があった。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（4）次期役員改選に伴う支部選出理事について
事務局より、事業計画及び予算選定等を円滑に行うために、
事前の支部推薦理事選出、ならびに支部推薦理事選出基
準について提案があり、異議なく承認された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（5）常任役員候補者選考委員会からの報告について
加藤選考委員会委員長より、選考内規第5条に基づき選考

委員会で協議の結果、杉本浩康氏を次期理事長候補者と
して推薦するとの報告があり、杉本氏も受諾され、理事会
の満場一致で承認された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（6）脱退申出組合員について
事務局より、脱退申出組合員について報告され、異議なく
承認された。
〈脱退申出組合員〉
●㈱協和印刷（西播支部）
※廃業理由による脱退申出の為、期中（12月27日付）での脱退を

認める。

●㈱ハンシタ（中央支部）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（7）その他
事務局より、全印工連表彰等の受賞者について報告された。
事務局より、印刷会館休館日を12月27日㈯～1月4日㈰と
することが報告された。

以上で全ての議事を終了し、理事会を終えた。

●日時…令和7年12月3日水（15時30分～16時40分）
●場所…まねき食品㈱本社3F会議室

出席者（理事18名／監事2名／委任状出席9名） 武部 健也／杉本 浩康／藤塚 謙次郎／石坪 浩一／柳 有香
佐々木 賢司／早川 薫／加藤 真吾／𠮷川 一生／宗次 健太／椎名 高久／柏木 修／髙本 周治／福多 雅英
谷本 泰彦／作本 卓也／岩國 潤一郎／越智 光裕／吉岡 正城

12月期定例理事会

理 事 会 報 告

■経過
定刻に至り、司会の梶原事務局長より、出席が定足数（30
名）の過半数に達し、理事会の成立が告げられ、武部理事
長が議長となって議事に移った。

■今後の日程について
事務局より、今後の日程等が報告された。

■協議事項
（１）兵庫県印刷人新年互礼会の開催について
事務局より、新年互礼会の運営方法について説明された。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（２）各委員会事業の推進について
各委員会委員長より、事業の進捗状況について報告があっ
た。

（３）常任役員候補者選考委員会からの報告について
加藤選考委員会委員長より、次期副理事長候補者につい
て、次のとおり推薦することが報告され、次期副理事長候
補者3名も受諾され、理事会の満場一致で承認された。
〈次期副理事長候補者〉
石坪 浩一氏（現副理事長）、佐々木 賢司氏（現副理事長）、
𠮷川 一生氏（現常任理事）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

（4）その他
事務局より、来年の兵庫県印刷人新年互礼会の開催日につ
いて、2027年1月6日㈬・於：神戸ポートピアホテルでの開
催が提案され、異議なく承認された。

以上で全ての議事を終了し、理事会を終えた。

●日時…令和8年1月7日水（15時30分～16時20分）
●場所…神戸ポートピアホテル『生田』

出席者（理事17名／監事1名／委任状出席9名） 武部 健也／藤塚 謙次郎／石坪 浩一／柳 有香／佐々木 賢司
須川 真祐／加藤 真吾／𠮷川 一生／宗次 健太／椎名 高久／中村 宜史／柏木 修／髙本 周治／福多 雅英
谷本 泰彦／岩國 潤一郎／越智 光裕／髙木 克彦

1月期定例理事会
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デュプロ株式会社 神戸支店
〒652-0804 神戸市兵庫区塚本通 4-3-14　TEL 078-579-3800
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新たな価値を創造する彩りと素材メーカーへ

OPI株式会社
【本　社】TEL 06（6226）8214
【本　店】
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人から人へ　心を伝える　ハート 紙製品

営業品目
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〒530-0047 大阪府大阪市北区西天満5丁目1番9号 大和地所南森町ビル4F3B号室
mobile:090-2538-7284 / TEL:06-4397-3300 / FAX:06-4397-3400
E-mail: kagawakousuke@kagawa-cpa.com

公認会計士・税理士・行政書士　香川 浩祐

認定経営革新等支援機関
会計・税務のことなら

アシストパートナー経営会計事務所アシストパートナー経営会計事務所

T&K  TOKAは、

「豊かな感性」と「柔軟な発想・思考」で製造された高品質な印刷インキを通し、

皆様と共により良い印刷の創造をめざします。

大阪支店　大阪府東大阪市高井田中1-4-10　〒577-0065
TEL 06-4308-8860
FAX 06-4308-8870

情報をデザインする紙製品のトータルサプライヤー

名刺用紙
私製ハガキ
招待状カード
各種封筒
婚礼用席順カード・席札
カレンダー

賞状・株券
のし紙・荷札
領収書用紙
各種メニュー
辞令用紙

CORPORATION

キングコーポレーション
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［発行人］
兵庫県印刷工業組合 理事長／武部 健也
神戸市中央区下山手通5-5-16
TEL.078-371-3857・FAX.078-351-4422

●本誌・組合ホームページについてのご意見・ご要望は▶FAX.078-351-4422／E-mai l:info@hyoinko.or.jp （組織活性化委員会まで）

◎企画／組織活性化委員会 …………………………………………
■委員長
　杉本　浩康 ［ 交友印刷㈱ ］
■副委員長
　𠮷川　一生 ［ ㈲ハタヤ ］
　椎名　高久 ［ 福田印刷工業㈱ ］

■委員
　越智　光裕 ［ 和佳製本工業㈱ ］
　谷本　泰彦 ［ ㈱姫路モトヤ ］
　萩原　祥弘 ［ ㈲向カーボン印刷所 ］
　前田　君司 ［ ㈱前田精版印刷所 ］

◎原稿・校正 ………………………
　梶原　　博 ［ 事務局 ］
　藤田　　進 ［ 　〃　 ］
　梶原　直子 ［ 　〃　 ］
◎表紙デザイン…交友印刷㈱
◎編集……………交友印刷㈱
◎製版／印刷……福田印刷工業㈱
◎製本……………和佳製本工業㈱

令和8年1月 発行
ザッツ・ひょうご No.416冬号

8月19日 ⃝ 青楠会・生成AI活用企業見学会開催（於：富士高速印刷㈱）

8月22日 ⃝ 全印工連教育研修委員会（於：オンライン会議）

8月31日 ⃝ オフセット印刷作業技能検定学科試験（於：神戸・姫路・但馬会場）

9月6日 ⃝ 全国青年印刷人協議会ブロック協議会（於：大阪市中央公会堂）

9月12日 ⃝ 産学連携工場見学会開催（於：カルトンi㈱）

9月16日 ⃝ 神戸市への「知的財産権に関する要望書」提出・意見交換会（於：神戸市役所）

9月18日 ⃝ 全印工連経営革新マーケティング委員会（於：オンライン会議）

9月22日 ⃝ 二役会開催（於：兵庫県母子会館）

9月29日 ⃝ 兵庫県中小企業団体中央会理事会（於：ANAクラウンプラザホテル神戸）

10月3日 ⃝ 高技専印刷組合技術コース意見交換会開催（於：兵庫県立神戸高等技術専門学院）

⃝ 10月期定例理事会開催（於：兵庫県立神戸高等技術専門学院）

⃝ 常任役員候補者選考委員会開催（於：兵庫県立神戸高等技術専門学院）

10月9日
⃝ 全印工連教育研修委員会（於：オンライン会議）

⃝ 全印工連官公需対策委員会（於：日本印刷会館）

10月10日 ⃝ 全印工連理事長会（於：東京會舘）

⃝ 全印工連創立70周年記念式典（於：東京會舘）

10月17日 ⃝ 大阪府印刷工業組合70周年記念事業（於：堂島リバーフォーラム）

10月22日 ⃝ JPPS（日本印刷個人情報保護体制認定制度）更新講習会（於：オンライン講習）

10月23日 ⃝ 青楠会例会開催（於：大興印刷㈱）

10月28日 ⃝ 官公需対策打合せ会開催（於：商工印刷㈱）

⃝ 監事会（中間監査）開催（於：兵庫県母子会館）

10月29日 ⃝ 組合員企業見学会開催（於：日東紙工㈱）

11月1日 ⃝ 兵印工組ゴルフコンペ開催（於：播磨カントリークラブ）

11月4日 ⃝ 労働者派遣事業適正運営協力員会議（於：兵庫労働局）

11月7日 ⃝ 神戸市官公需対策打合せ会（於：神戸市役所）

11月8日 ⃝ バスケットボール（神戸ストークス）観戦会開催（於：GLIONアリーナ神戸）

11月11日 ⃝ 印刷タイムス㈱創業70周年記念対談・情報交換会（於：ホテル日航大阪）

11月20日 ⃝ 全印工連常任役員会・理事会、全印政連勉強会・議員交流会（於：ホテルグランドアーク半蔵門）

11月21日 ⃝ 近畿地区印刷協議会事務局連絡会議（於：オンライン会議）

11月25日 ⃝ 創立70周年中小企業団体兵庫県大会（於：神戸ポートピアホテル）

11月27日 ⃝ 青楠会例会開催（於：北野坂桜）

11月30日 ⃝ かだ裕之氏政経セミナー（於：ANAクラウンプラザホテル神戸）

12月1日 ⃝ 兵庫支部例会（於：肉の入江）

⃝ 関よしひろ氏政経セミナー（於：ANAクラウンプラザホテル神戸）

12月3日 ⃝ ローカル・ゼブラ経営セミナー開催（於：まねき食品㈱）

⃝ 常任役員候補者選考委員会開催（於：まねき食品㈱）

⃝ 12月期定例理事会開催（於：まねき食品㈱）

12月11日 ⃝ 中央支部例会（於：神仙閣）

12月17日 ⃝ 神戸市商工団体総連合会施設見学会（於：神戸学院大学）

12月26日 ⃝ 事務局仕事納め

1月5日 ⃝ 事務局仕事始め

1月7日 ⃝ 新年繁栄祈願祭開催（於：生田神社拝殿）

⃝ 常任役員候補者選考委員会開催（於：神戸ポートピアホテル）

⃝ 1月期定例理事会開催（於：神戸ポートピアホテル）

⃝ 兵庫県印刷人新年互礼会開催（於：神戸ポートピアホテル）

1月8日 ⃝ 大阪府印刷工業組合新春会員交流会（於：リーガロイヤルホテル大阪）

1月13日 ⃝ 姫路印刷協同組合新年互礼会（於：姫路キヤッスルグランヴィリオホテル）

⃝ 京都府印刷工業組合新年互礼会（於：ホテルオークラ京都）

1月20日 ⃝ 大阪青年印刷人協議会KICK OFF CONVENTION 2026（於：BAGUS心斎橋）

⃝ 兵庫県中小企業団体中央会情報連絡員会議（於：兵庫県中央労働センター）

1月27日 ⃝ ダイバーシティ推進セミナー開催（於：オンラインセミナー）

1月29日 ⃝ 全印工連教育研修委員会（於：オンライン会議）

⃝ 滋賀県印刷工業組合新年互礼会（於：ホテルボストンプラザ草津）
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巻頭言/年頭所感
兵庫県印刷工業組合 理事長／武部 健也

年頭所感（年頭挨拶）
齋藤 元彦 氏（兵庫県知事）
久元 喜造 氏（神戸市長）
瀬田 章弘 氏（全日本印刷工業組合連合会 会長）
武部 健也 氏（近畿地区印刷協議会 会長）
山崎 正則 氏（兵庫県洋紙商組合 会長）

新年繁栄祈願祭・兵庫県印刷人新年互礼会

That's“Manga”

誌上新年名刺交換会

官公需対策委員会からのお知らせ

常任役員候補者選考委員会の報告

受賞の報告

神戸ストークスバスケットボール観戦会

行事ニュース
●前期技能検定実技試験
●産学連携工場見学会
●全印工連創立70周年記念行事
●組合員企業見学会
●兵印工組ゴルフコンペ
●ローカル・ゼブラ経営セミナー
●兵庫支部忘年会

理事会報告（10月・12月・1月）

組合日誌

株式会社 甲南堂

伝えたい、を
伝わる
カタチに。

・Creative ・ Planning・DTP production・Photograph・WEB ・Network system

甲南堂はお客様の
「伝えたい」という思いを
受け止め、デザインや
写真撮影、システム開発
などの制作を通じて、
コミュニケーションを
サポートしています。

甲南堂 SEARCH

https://www.konando.com
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